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Ⅰ 研究主題と副題

Ⅱ 主題設定理由

今日、少子高齢化社会の到来、産業・経済の構造的変化、雇用の多様化・流動化等が進み、そのような中、

我が国の教育をめぐる課題として、子どもの学ぶ意欲や学力・体力の低下、問題行動、家庭・地域の教育力の

低下等が叫ばれて久しい。この現状を打開するために、国の「教育振興基本計画」（平成２０年７月１日 閣議

決定）では、「義務教育修了までに、すべての子どもに、自立して社会で生きていく基礎を育てる」ことを今後

１０年間の目指すべき教育の姿と位置付けている。まさに、子どもが自立した一人の人間として生きていくた

めの総合的な力としての「人間力」向上の推進を図っていくことが求められていると言える。

本県では、「宮崎の教育創造プラン」の具現化のため、平成１７年度より、第１期戦略プロジェクトが実施さ

れ、２０年度からは第２期として「のびよ！宮崎の子どもたち」のスローガンのもと、「県民総ぐるみで子ども

たちの『人間力』を育む教育の推進」が展開されている。その中では、「人間力」育成の取組として、一貫教育

の推進体制の充実や社会生活を営む上で必要とされる態度や能力等の育成のための施策が推進されている。

小林市においては、「夢と生きがいをもった人を育てるまちづくり」が推進され、学校教育では「夢と元気と

勇気ある小林教育」を基本目標として、小林で産まれたものが小林で育ち、小林で生きていく「地産・地育・

地生」の教育を目指している。これまで二学期制を導入し、「知・徳・体・食」のバランスのとれた児童生徒の

育成に取り組んできた。また、平成２０年度には「小林市小中一貫教育基本計画」が基本指針として示され、

平成２１年度からは小林地区全小・中学校での一貫教育が実施されるとともに、「自ら目標をもち、未来をたく

ましく生きぬく子どもを育成する」ことを目標とした「こすもす科」の導入がなされてきた。

このような中で、本教育研究センターでは、平成１８年度より「人間力」の向上を目指し、「小林市に誇りを

もち、夢や生きがいをもって主体的に生きていこうとする力」の育成を目的とした学習内容の創造に向けて、

自分・他者・社会の３領域の指導を通して自己育成能力、将来設計能力等の８つの能力を育む「こすもす科」

を研究し、平成２１年度からの本格実施に備えた。本格実施となった昨年度は、「こすもす科」の実践を図りな

がら、指導方法や評価方法等に関する小中学校教職員の課題を解決するための学習スタイルの構築と適切な評

価の進め方の究明に努めた。しかし、自分・他者領域を中心とした研究であったため、社会領域における指導

方法や評価の進め方、また、社会領域における学級活動等との学習内容の重複等に対する課題も残された。

そこで、本年度は「こすもす科」の確実な実践を通して、教職員の３領域における確実な指導力の向上と児

童生徒への確実な８能力の定着を図るために、特に社会領域における指導方法や評価等について研究を進めて

いくこととした。また、野尻地区の合併を機に、「こすもす科」のさらなる充実をめざして、次年度の「こすも

す科」の改訂に向け、自分・他者領域を含めた３つの領域での内容の見直しや野尻地区を対象とした新たな教

材開発の準備、道徳や学級活動との関連の明確化等に重点を置いて研究を進めていく。さらに、地域社会の人

材等の教育的資源を積極的に活用していくために、教職員及び保護者に限定していた広報誌の配付対象を拡大

し、小林市民への「こすもす科」に対する理解の浸透を図るとともに、講師や関係機関との連携・協力を円滑

に進めるための指導者用の手引きも作成することにした。

以上、本市の教育の実態を念頭に、その課題解決とともに、さらなるよさの伸長を図るべく、「こすもす科」

の確実な実践を通した教職員の３領域における指導力向上と児童生徒への確実な８能力の定着を図るための研

究を進め、本市の児童生徒の「人間力」の向上を図っていくことを考え、本主題を設定した。

児童生徒の「人間力」の向上を図る小林ならではの教育活動の創造

～小中一貫教育における「こすもす科」の確実な実践を通して～
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評価研究班

５名（小３・中２名）

理論・広報班

４名（小２・中２名）

改訂準備班

４名（小２・中２名）

Ⅲ 研究目標

Ⅳ 研究仮説

Ⅴ 研究組織

研究班を次の４つの班で構成した。

○ 社会領域における指導方法の構築を研究する「学習スタイル研究班」

○ 社会領域における適切な評価の進め方を研究する「評価研究班」

○ 「こすもす科」の理論の整理と広報誌による「こすもす科」の浸透を図る「理論・広報班」

○ 各種テキストの修正や学習内容の見直し、新たな教材開発等、次年度の改訂に向けた研究をする「改訂

準備班」

また、各班のつながりを考慮し、指導主事、主任研究員、運営委員、班長による運営委員会を設置し、研究

の調整を図ることとした。

(2) 研究の構成について

小林市の児童生徒の実態や教育の現状を踏まえて、自分・他者・社会の３領域による８能力を育む指導

を通して「人間力」の向上を図ることをねらいとした小林ならではの教育活動を創造する。

「こすもす科」の指導において、次のような手立てを行えば、確実な実践を通して教職員の３領域にお

ける指導力の向上と児童生徒への確実な８能力の定着を図るためのよりよい実践が図られ、児童生徒の「人

間力」の向上につなげることができるであろう。

(1) 社会領域における実践上の課題を明確にし、より効果的な指導方法を構築する。

(2) 社会領域において評価規準的な位置付けとなる「めざす児童生徒像」を設定し、適切な評価の進め方

を確立することで、指導と評価の一体化を図る。

(3) 生活科及び総合的な学習の時間で「こすもす科」を実施する意義、道徳や学級活動との関連の明確化

を図るとともに、広報誌による「こすもす科」の浸透を図る。

(4) 平成２４年度からの「こすもす科」の市全体における完全実施（旧野尻町を含む）を踏まえ、「こす

もす科」のさらなる充実に向けた児童生徒用テキスト及び指導者用手引きの修正等、改訂のための準備

を推進する。

所 長

指導主事

主任研究員

運営委員

学習スタイル研究班

７名（小４・中３名）

班長 班長 班長班長

運営委員会

２



Ⅵ 研究構想

Ⅶ 研究の実際

１ 研究主題について

(1) 「人間力の向上」

本研究センターでは、「人間力」を人間力戦略研究会報告書（内閣府 平成１５年４月）で定義された「人

間力」を基本として、「自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力」と定義している。

この人間力の構成要素「主体性・自律性」「自己と他者との関係」「個人と社会との関係」をそれぞれ

「自分領域」「他者領域」「社会領域」として設定した。さらに、それぞれの領域で必要とされる「能力」

を８つ設定し、その８つの能力を３領域を通して育み、「人間力の向上」を図ることとした。

(2) 「こすもす科」の実践

小林市に誇りをもち、夢や生きがいをもって主体的に生きていく力を育てるため、「こすもす科」を創

設し、昨年度より本格実施している。「こすもす科」の目標の柱は次の２つである。

この目標を達成するための教育活動を創造し、確実に実践することで、「自立した一人の人間として力

強く生きていくための総合的な力」である「人間力」の育成を目指している。

領 域 自分領域 他者領域 社会領域

育 て る

能 力

自己育成能力

責任遂行能力

コミュニケーション能力

集団参画能力

環境保全能力

文化的活動能力

地域貢献能力

将来設計能力

① 小林市民としての自覚をもち、自己の主体性・自律性や他者・社会との関係形成能力を身に付けさせる。

② よりよい人生を創り出していくための豊かな人生観や望ましい価値観の基礎を養う。

３

小林市の児童生徒の実態や教育の現状

自分・他者・社会領域の指導の実践による課題

学習スタイル研究班
○ 社会領域における指導

方法の構築

○ 社会領域における単元

の指導計画の改善

評価研究班
○ 社会領域の「めざす児童生

徒像」の作成
○ 社会領域の適切な評価の

進め方の構築

○ 社会領域の所見例作成

理論・広報班
○ 生活科・総合的な学習の時間での

実施意義

○ 道徳や学級活動との関連の明確化

○ 広報誌の発行

○ 講師等との連携 ・協力の方法

【研究仮説】

【研究主題・副題】

児童生徒の「人間力」の向上を図る小林ならではの教育活動の創造

～小中一貫教育における「こすもす科」の確実な実践を通して～

自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力である「人間力」の向上の推進

「夢と元気と勇気ある小林教育」の実現

改訂準備班
○ 各種テキストの修正・見直し ○ 社会領域の新たな教材開発の準備

人間力の向上



２ 実態調査からの研究内容の焦点化

市内の小中学校全教職員にアンケートを実施し、昨年度からの「こすもす科」の実践を通して明確となっ

た課題を把握するとともに、本研究センターで解決すべき研究内容の焦点化を図った。アンケートは３項目

で、選択式（１項目１選択）及び選択理由の記述式で実施した。〔調査対象１４８人 ※ 質問項目によって変動〕

(1) 「こすもす科」の社会領域における指導方法の在り方について、特に課題であると思われる項目

(2)「こすもす科」の社会領域における評価の在り方について、特に課題があると思われる項目

(3) 「こすもす科」と各領域等との関連を明確にする視点から、特に課題と思われる項目

選 択 項 目 人数

ア 児童生徒用テキストの活用方法 ６

イ 指導者用手引きの活用方法 ３

ウ ホップ・ステップ等の指導方法 ３２

エ 教材・教具の工夫・充実 ４２

オ 掲示物等の作成 ５

カ １単位時間当たりの学習内容の時間配分 １２

キ 指導案形式 ９

ク 単元の年間配列・内容 １６

ケ 児童生徒への各単元の目標のもたせ方 １４

選 択 項 目 人数

ア 社会領域の４つの能力に対する評価規準 １８

イ 社会領域における具体的な評価の流れ ５

ウ １単位時間の評価方法 ９

エ 単元ごとの評価の在り方 ７

オ 通知票や指導要録での評価の在り方 ３３

カ 高校入試等との関連 ６

キ 効果的な評価方法 ２８

ク 児童生徒の変容のとらえ方 ２１

選 択 項 目 人数

ア 生活科・総合で実施することへの課題 ４９

イ 道徳の時間との関連で課題 １３

ウ 特別活動との関連で課題 ４８

【 課 題 】

○ 自分・他者領域との４段階の位置付けや指

導方法の違いが不明確で、十分に浸透してい

ない。

○ 社会領域は長時間の単元が多いが、児童生

徒の学習意欲を継続する単元の指導計画と

なっていない。

【 解決策 】

○ 自分・他者領域同様に、社会領域の４つの段階における指導方法の構築

○ 単元の指導計画の改善

【 課 題 】

○ 社会領域の４つの能力の評価規準が抽象的

で評価の視点が明確ではない。

○ 長時間での単元に適した評価方法が構築さ

れていない。

○ 通知票・指導要録への評価の方法が明確で

はない。

【 解決策 】
○ 社会領域の評価規準である「めざす児童生徒像」の作成
○ 社会領域における適切な評価の進め方の作成
○ 通知票・指導要録での評価の参考となる社会領域における所見例の作成

【 課 題 】

○ 「こすもす科」を生活科及び総合的な学習の時間で

実施する意義が共通理解されていない。

○ 学級活動との学習内容の重複が多く、効率的ではな

い。

【 解決策 】

○ 生活科・総合的な学習の時間での実施意義を明確にした共通実践

○ 学級活動との学習内容の関連の明確化と社会領域の単元の指導計画の改善

４



３ 社会領域における指導方法の構築

本年度は、社会領域における４つの段階の指導方法について学習スタイルを構築していくことにした。自分・

他者領域はホップ・ステップ・ジャンプ・ランディングの４段階を通して、指導内容をできるようにするとい

うスタンスに対して、社会領域は、４段階を通して小林市や自分の将来に対する思いや考えを高めていこうと

するものである。社会領域の単元は、郷土小林を扱う内容と将来の夢を扱う２つの内容がある。郷土小林を扱

う内容では、地域の伝統・文化や自然を理解するとともに、現代社会の仕組みについて認識を深め、自分なり

の考えをもつことをねらいとし、育てる８つの能力の中の環境保全能力や文化的活動能力、地域貢献能力を育

成することとしている。

また、将来の夢を扱う内容では、職業や上級学校の理解を深め、自分の将来について具体的に考えることを

ねらいとし、将来設計能力を育成することとしている。

効果的に諸能力の育成を図るために、「社会領域」における基本的な学習スタイルを次の表のように展開する

ことが必要だと考えた。

これまで上の表のような流れで学習を進めてきたが、各段階のねらいに即した指導計画が十分に立てられて

いないという課題が見えてきた。そこで、各段階でのねらいや指導の力点の達成を図るために単元の指導計画

の改善を行うことにした。

４ 単元の指導計画の改善

効果的に諸能力の育成を図る指導計画にするために改善の視点を明らかにして、よりよい指導計画をつくっ

ていくことにした。

(1) 改善の視点

(2) 改善内容

○ 児童生徒の学習意欲が継続しやすい学習の流れかどうか。

○ 取り上げる教材は適切かどうか。

○ 指導内容は適切に押さえられているかどうか。

○ 単元内の時数配分は適切かどうか。

○ 関係機関、外部人材との連携は適切かどうか。

○ 単元全体の学習課題をホップ段階で設定し、問題解決的な学習の展開で学習を進めながら単

元の目標と指導内容が達成できるような指導計画へ改善する。

○ 郷土小林を扱う内容で取り上げる教材、関係機関や外部人材の活用方法を見直す。

○ 指導内容を押さえ、４つの段階で取り入れる学習活動を計画する。

○ 単元内の時数配分の見直しと学習内容の順序性を見直す。

５



(3) 指導計画の改善例

小学校第６学年「ライフ・夢プラン」では、指導の力点を押さえながら「単元全体を考えた学習課題の

設定」と「児童の学習意欲や意識が継続しやすいような学習内容の順序」、「単元内の時数配分」の視点で指

導計画を改善した。

中学校第３学年「夢に向かって」では、「段階のねらいに沿った学習内容」や「単元内の時数配分」の視

点で指導計画を改善した。

解決方法を話し合う。

将来設計で考える視点を付箋紙で分類

全体で協議

各学校の報告を聞いての感想

生徒Ａは、「教師になるために普通科の高校

に行きたいが、Ａ高校よりＢ高校の方がゆっく

り学習するスタイルなので、自分に合っている

と思う」と発表する。

ホップの力点①②

学習

の流

れが

課題

ジャンプの力点①

ランディングの力点①②

ステップの力点①

働いている方々の思いを知るために

外部人材の活用（ビデオレター）

ステップの力点１

高校体験入学で学んだ特色の紹介

段階のねらいに沿った指導や単

元内の時数配分が課題

変更

変更

従来の指導計画
改善した指導計画

ホップの力点①②

ステップの力点①

ランディングの力点①②

ジャンプの力点①②

従来の指導計画
改善した指導計画

６

変更



５ 社会領域における評価の在り方

(1) 社会領域の「めざす児童生徒像」

社会領域における評価規準が抽象的で評価が困難であるという課題を解消するために、「めざす児童生徒像」

を設定し能力の達成度を評価することとした。

社会領域は、一単元に複数の能力及び指導項目が存在する。そのため、社会領域の一単元の時数は多く、

それぞれの段階（ホップ、ステップ、ジャンプ、ランディング）で確実に指導を行い、能力を身に付けさせ

る必要がある。

そこで、社会領域の「めざす児童生徒像」を作成するにあたっては、単元の目標に提示されている能力か

ら、それぞれの段階において身に付けさせたい能力の指導項目を検討し、それぞれに「めざす児童生徒像」

を作成した。

(2) 社会領域の適切な評価の進め方の構築

自分・他者領域における評価方法を踏襲しながら、「指導と評価の一体化」、「効率的かつ児童生徒の変容を

とらえられる蓄積可能な評価方法」をめざして、社会領域の適切な評価の進め方を構築していくこととした。

第３学年「小林たんけん隊Ⅰ」の場合

【能力と指導項目】環境保全能力 ～ア 環境や自然の理解

地域貢献能力 ～ウ 各機関の役割と働き エ 地域のためにできること

【単元の目標】○ 小林市の自然環境に関心をもつとともに、豊かな自然を大切に守っている人々の取組について理解す

ることができる。

○ 小林市の自然環境を守るための取組について理解し、小林市民の一人として、自分たちにできそうな

ことを決め、取り組むことができる。

段階 能力 指導項目 めざす児童生徒像

ホップ 環境保全
ア 環境や自然の

理解

自然豊かな小林市のよさを理解することができる。

ステップ

環境保全
ア 環境や自然の

理解

ホタルの生態を調べる活動を通して、出の山は市の湧

水や清流などの貴重な水資源となっていることを理解す

ることができる。

地域貢献
ウ 各機関の役割

と働き

出の山の豊かな自然環境を大切に守っている人々の取

組について理解することができる。

ジャンプ 地域貢献
エ 地域のために

できること

ホタルのことを伝える取組やホタルを守るための取組

について、自分たちにできることを考え、実践すること

ができる。

ランディング 地域貢献
エ 地域のために

できること

小林市の自然環境を守っていこうとする気持ちを表現

することができる。

【適切な評価の進め方】

① 当該学年の単元名、８つの能力、最終的に選択する「特によいと認められる能力」欄を入れ

た「評価一覧表」を作成する。

○ 指導時数が多く、指導項目も多岐にわたる社会領域の４つの能力については、ホップ・ステップ

などの段階ごとに欄を設け、評価を蓄積できるようにする。

② 各単元の指導を実施する。

○ 各段階の「めざす児童生徒像」の評価ができるように、ワークシート等に自己評価欄を作ったり、

記述式の振り返り欄を設けたりしていく。

③ 各段階終了後、「めざす児童生徒像」をもとに評価し、達成度を評価一覧表に記入していく。

○ 指導時数が多い社会領域においては、ホップ、ステップなどの段階の終了毎に評価を行っていく。

○ 評価については、「めざす児童生徒像」の達成の有無で「○」「ノーチェック」で記入し、また、

活動で児童生徒が特に意欲的に取り組み、大きな成長が見られ、そのねらいとする能力の伸びが顕

著であった能力については「↑」を記入していく。なお、「めざす児童生徒像」を達成し、かつ大

きな成長が見られた能力については「○↑」を記入していく。

④ 「特によいと認められる能力」を選択していく。

⑤ 「所見」を作成する。
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(3) 社会領域の通知票及び指導要録の所見例

選択した「特によいと認められる能力」について、選択した根拠を明確に表すために、原則として次の３

つの視点から所見を構成することとした。

【所見例】

特によいと認められる能力 所 見

環境保全

○ 「小林たんけん隊Ⅰ」の学習では、自然豊かな出の山の湧水を守るために、

自分が学校や家庭でできることとして節水のポスターを作成し、率先して節水

する姿が見られました。

６ 生活科及び総合的な学習の時間での実施意義

生活科及び総合的な学習の時間で「こすもす科」を実施する意義を簡潔に述べると、「目標及び手法や内容

との一致があるから」である。それを示したのが、次ページの図である。

また、改訂前の生活科や総合的な学習の時間には、次のような実践上の課題があった。

【生活科の課題】

○ 気付きを質的に高める指導が不十分

○ 思考と表現の一体化を図る指導が不十分

○ 安全教育の実践不足

【総合的な学習の時間の課題】

○ 学校種間の取組の重複

○ 育てたい力、学習活動の示し方が不十分

○ 行事や選択教科等との混同

「こすもす科」には、これらの課題を解決できる３つの特色があると言える。

○ 確かな力の育成を目指した指導 ○ 系統性が明確 ○ 全ての小中学校で協同実践

「こすもす科」には、その学習スタイルの中に、実践の場や振り返りの段階が設定されている。これらの段階を通し

て、確かな力の育成を目指した指導である。この指導により、「気付きを質的に高める指導」や「思考と表現の一体

化を図る指導」が可能になり、より確かな力を育成することができ、生活科の課題を解消することができる。

また、９年間を見通した系統性が明確である。小学１年生から中学３年生までの学習活動やねらいが明確に

設定されており、児童生徒用のテキストや教師用の指導の手引きも整備されている。このことにより、総合的

な学習の時間における課題は解決することができる。さらに、小林市の児童生徒の「人間力」の向上を願って

創造された「こすもす科」は、市全体での協同実践である。「こすもす科」の学習内容は、市内全ての小中学

校の児童生徒が学ぶことができる。(野尻地区は平成２４年度完全実施)

【評価一覧表】小学校第３学年の例

① 単元名 ～ 「特によいと認められる能力」が学習のねらいとされる単元を記入する。

② 活動の様子 ～ 調べ学習や体験活動、話合い活動など児童の活躍した様子について、具体的に記入す

る。

③ 変容の姿 ～ 社会領域においては、複数の能力で構成されている単元があるが、選択した「特によ

いと認められる能力」について、②の活動を通して培われ変容した姿を記入する。

① ②

③
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「こすもす科」は、現在も改訂作業が進められているが、今後も引き続き小林市の教職員全員が関わって改訂作業

や指導方法の改善が進められることになる。この過程を通して、教材開発力や指導力の向上といった「教師力」の

向上も図られることになる。

７ 道徳及び学級活動との関連

道徳及び学級活動との関連を簡潔に述べると、「相互補完」である。こすもす科では、人間力の育成のため

に、特に重要と思われる学習内容を設定している。そのため、道徳や学級活動の時間とこすもす科では、ねら

いや実践の内容に重複があるが、繰り返し指導、補強指導、関連指導を行うことで、「ねらいの相互補完」「実

践の相互補完」が図られ、より効果的な指導が可能となる。これらのことを図に示すと、以下の通りである。

８「こすもす科」の改訂準備について

自分・他者・社会領域の実践から出された課題解決や野尻地区合併に伴う新教材開発等、小林市では、平成

２４年度の市全体での「こすもす科」の完全実施に備えて、次年度以降、１０年間程度にわたる実施を念頭に

置いた改訂作業を行う予定である。



そこで、本年度、「改訂準備班」を設置して、その改訂作業が円滑に進むための準備を行った。

Ⅷ 研究の成果と今後の課題

１ 研究の成果

(1) 社会領域の検証授業及び単元の指導計画の改善を通して、ホップ・ステップ・ジャンプ・ランディング

段階のねらいに沿った指導の力点を全単元で明確にすることができた。

(2) 社会領域の単元の目標と学習内容との整合性を見直すことを通して、評価規準としての「めざす児童生

徒像」を全単元で設定することができた。また、社会領域における指導と一体化した適切な評価の進め方

を明確にすることができた。

(3) 「こすもす科」を生活科及び総合的な学習の時間で実施する意義について、従来までの理論を整理し、

その利点を中心としてまとめていくことを通して、その意義がより明確となり、市内全教職員の共通理解

を図る土台を構築することができた。また、社会領域の単元の指導計画を改善することを通して、学級活

動の学習内容との系統性、連動性を明確にすることができた。

２ 今後の課題

(1) ２年間の実践を通して構築された指導方法や評価の進め方についての研究を今後、市内全教職員と共通

理解を図り、実践を深めていく必要がある。

(2) 「こすもす科」の指導を通した児童生徒の変容を把握する機会の設定とその結果に対する手立てを考え

ていく必要がある。
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【本年度の改訂準備班の活動】
○ 自分・他者・社会領域の単元の修正、追加等

の選定（アンケートによる実態把握）

○ 野尻地区の教材開発のための素材収集 引継ぎ

【次年度の改訂作業（予定）】

○ 自分・他者・社会領域の単元の再検討

○ 野尻地区の教材開発

○ 指導者用手引き、児童生徒用テキストの修正及

び再発行
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